
 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

  

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

７月ほけんだより 
７月の保健目標：熱中症に気を付けよう 

夏
なつ

に多
おお

い 

はだトラブル 

あせも 

あせをかくとできる、赤
あか

いぶつぶつやかゆみの

こと。タオルであせをふ

いたり、シャワーに入
はい

っ

たりしましょう。 

とびひ 

ひふをかいて、できたキズにばいきん

が入
はい

り、じゅくじゅくした湿疹
しっしん

ができ

ます。かいた手
て

で他
ほか

の場所
ば し ょ

をさわると

広
ひろ

がるので、じゅくじゅくしてたとこ

ろは、ガーゼなどでおおいましょう。

かゆくてもかかないようにし、早
はや

めに

お医
い

者
しゃ

さんにみてもらいましょう。手
て

をきれいにすることも大切
たいせつ

です。 

かゆみ 

強
つよ

い日
ひ

ざしや冷
れい

房
ぼう

などで、はだ

が乾
かん

燥
そう

し、かゆみが出
で

やすくな

ります。クリームなどではだを

しっとりさせ、かゆくてもかか

ないようにしましょう。 

虫
むし

さされ 

虫
むし

が多
おお

い場
ば

所
しょ

に行
い

くときは、虫
むし

よけスプレーや長
なが

そで・長
なが

ズボ

ンでふせぎましょう。さされた

ら水
みず

で洗
あら

い、冷
ひ

やしたり薬
くすり

を

ぬったりしましょう。 

日やけ 

日
ひ

やけは軽
かる

いやけどです。強
つよ

い日
ひ

ざ

しを長
なが

くあびると、ひふが赤
あか

くなっ

たり痛
いた

くなったりします。帽
ぼう

子
し

や日
ひ

やけ止
ど

めでふせぎましょう。日
ひ

やけ

をしたら、冷
ひ

やしてクリームなどで

はだをしっとりさせましょう。 

札幌市立 

本郷小学校 

保健室 

令和８年７月７日 

年々、暑くなる時期が早まってきています。学校全体で行う熱中症

予防の保健指導を、昨年は７月に実施しましたが、今年は６月に行い

ました。廊下では、「水を飲まないと熱中症になるよ！」と友達に声

をかける子どもたちの姿が見られ、子どもたちなりに熱中症予防を意

識している様子が見られ、とてもうれしく感じました。 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

こたえ…左
ひだり

の女
おんな

の子
こ

の口
くち

/左
ひだり

の女
おんな

の子
こ

のかみどめ/左
ひだり

奥
おく

のバナナ/右
みぎ

奥
おく

の麦茶
むぎちゃ

ポットから出
で

ているタグ/ 

右
みぎ

奥
おく

の水
すい

とう/中
ちゅう

央
おう

手
て

前
まえ

のバッグのポケット/中
ちゅう

央
おう

手
て

前
まえ

の麦
むぎ

わらぼうしのかざり 

7つのちがいをさがそう!!  
2枚

まい

の絵
え

を 

見
み

くらべて 

夏
なつ

こそ肌
はだ

着
ぎ

を着
き

よう！ 

 暑
あつ

い日
ひ

は「肌
はだ

着
ぎ

なんていらな

い！」と思
おも

うこともありますよね。

でも肌
はだ

着
ぎ

は汗
あせ

を吸
す

ってくれるので、

服
ふく

が汗
あせ

でベタベタなりにくく、はだ

も気
き

持
も

ちよくすごせます。 

汗
あせ

をたくさんかく夏
なつ

は肌
はだ

着
ぎ

が大
だい

活
かつ

やく！汗
あせ

をよく吸
す

って、すぐ乾
かわ

く

肌
はだ

着
ぎ

を選
えら

ぶと、もっと快
かい

適
てき

です。 

毎
まい

日
にち

きれいな肌
はだ

着
ぎ

を着
き

て、 

夏
なつ

を元
げん

気
き

に楽
たの

しみましょう！ 

保護者様 

①すぐーるでもお知らせしておりますが、２学期からフッ化物洗口が始まります。希望調

査票を７月１３日(月)までにご提出くださいますようお願いいたします。なお、希望され

ない場合も、確認のためご提出をお願いいたします。 

②暑い日が増え、熱中症が心配な季節です。朝食を食べずに登校したり、夜更かしによ

る睡眠不足で体調不良を訴えたりするお子さんが来室します。これらは熱中症のリスク

を高める要因の一つです。お子さん自身だけでは管理が難しいので、ご家庭での体調管

理をお願いいたします。 

 


